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1 はじめに 

1.1 目的 
本ドキュメントは、イントラネット・スタートパック Ver7.1 をカスタマイズするために必要な設定や作業手法について

説明をすることを目的とします。主に下記の内容について記載しています。 

 

 カスタマイズの種類と一般的な対応手順 

 カスタマイズに関する規定と注意点 

 カスタマイズ事例集 

 資料 － 設定項目一覧 

 

また、本資料は下記事項を想定して記載しています。 

 

 HTML、JavaScript、JAVA 言語の概要を理解している。 

 

1.2 本資料の記載内容について 
本資料ではカスタマイズ事例として、実際のソースコードサンプルを掲載しています。本書で作成するアプリケー

ションはあくまでも、カスタマイズ作業の流れを理解することに主眼をおいていますので、必ずしもベストなコーデ

ィング方法とはいえない方法もあえて取っている個所があります。あくまでも、サンプルとしての位置付けでとらえ

るようにしてください。 

 

本資料で紹介しているソースコードにつきましては下記ＵＲＬからダウンロードすることができます。 

 

http://www.intra-mart.jp/download/product/index.html 

 

本文の説明中に記載しているソースコードは、編集の都合上、実際のソースコードと一部異なる場合がありますの

で、あらかじめご了承ください。 

 

尚、本資料に記載されている内容については、今後のバージョン（リビジョン、パッチ含む）における機能追加、仕

様変更に伴い、予告なく変更する場合があります。 

詳細については、弊社ホームページ 製品最新情報ダウンロードページ 

＜http://www.intra-mart.jp/download/product/index.html＞をご参考ください。 

 

http://www.intra-mart.jp/download/product/index.html�
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2 カスタマイズの概要 

  

2.1 カスタマイズの種類と一般的な対応手順 
イントラネット・スタートパックのカスタマイズは、大きく分類すると下記の４つに分類されます。 

 

No. ケース 主に実現できること 

1 画面から設定できるケース 勤怠管理の休憩時間に関する共通設定や、スケジ

ュールの初期表示方法に関する個人毎設定など

を、プログラムを変更せずに行うことができます。 

2 設定ファイルを修正することで解決できるケース 各データの登録文字数の設定などを変更できま

す。 

3 View 層（HTML や JSP ファイル）を修正すること

で解決できるケース 

表示キャプションや、色・文字サイズなどの変更が可

能です。 

4 ロジック層（JS/Java/DB 定義）を修正することで解

決できるケース 

データ項目の追加や計算方法・チェック条件などの

変更が可能です。 

さらに、カスタマイズの影響範囲・方法・実施者の対応は下記の図の様になります。 

 

個人単位

ログイングループ単位

システム全体

個人設定
画面からの設定変更

マスタメンテナンス設定
画面からの設定変更

設定ファイルの変更

View層プログラムの変更

ロジック層プログラムの変更

各ユーザ

システム管理者

システム管理者／
プログラマー

プログラマー

影響範囲 カスタマイズ方法 実施者

 
以降の章では、上記ぞれぞれのパターンにおけるカスタマイズの実際の手順を説明します。 
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2.1.1 画面から設定できるケース 

プログラムを修正しなくても、イントラマートの画面から設定が可能なケースです。 

 

2.1.1.1 初期化データ設定 

各アプリケーションで設定可能な区分コードを編集できます。 

メニューから［イントラネット・スタートパック］－［環境設定］－［初期化データ設定］を選択し、各アプリケーションの

初期設定値を編集します。 

 

本設定値を修正した場合に再起動が必要か否かについては規定されていません。実際には各アプリケーション

／各設定値の実装によりますので事前に確認した上で運用する必要があります。 

 

 

 

 

 初期化データの一覧については下記を参照してください。 

⇒ 4.1初期化データ一覧  
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2.1.1.2 区分コード設定マスタ 

各アプリケーションで設定可能な区分コードを編集できます。 

メニューから［イントラネット・スタートパック］－［マスタメンテナンス］－［区分コード設定マスタ］を選択し、各アプリ

ケーションの区分設定値を編集します。本機能は、前出の初期化データ設定機能とほぼ同様の目的で使用され

ますが、下記の点において高機能になっています。 

 

 グループ化した区分コードを定義できる 

 ロケールを指定できる 

 

「初期化データ設定」か「区分コード設定」のどちらを使用するかは、アプリケーションや区分コードにより異なりま

す。また、本設定値を修正した場合に再起動が必要か否かについては規定されていません。実際には各アプリケ

ーション／各設定値の実装によりますので事前に確認した上で運用する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1.1.3 個人設定 

各アプリケーションの動作仕様の内、ユーザ毎の好みに応じて設定が可能になっている項目を設定できます。 

本画面は一般ユーザに開放し、各自が設定することを想定しています。 

メニューから［イントラネット・スタートパック］－［個人設定］を選択し、個人設定値を編集します。 

 

設定内容は個人毎に有効となりますので、ユーザ全員に設定したい場合はすべてのユーザでログインし、設定を

 「区分コード設定マスタ」を使用したカスタマイズ例については下記を参照してください。 

⇒ 3.2.1ドキュメントの管理属性を追加する 

 区分コードの一覧は下記を参照してください。 

⇒ 4.2区分コード一覧 
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する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 個人設定項目の一覧は下記を参照してください。 
⇒ 4.3.個人設定項目一覧 
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2.1.2 設定ファイルを修正することで解決できるケース 

INI ファイルや XML ファイルを修正することで解決できるケースです。 

イントラネット・スタートパックには下記の設定ファイルが用意されています。 

 

ファイル名 備考 

startpack.ini スタートパック全体の動作に関する初期設定 

webmail.ini WebMail の動作に関する初期設定 

isp-input-validation.xml 入力書式チェックの動作に関する初期設定 

 

プログラムの修正を行わなくても、ある程度の動作変更は設定ファイルの変更で対応できます。 

実際の設定内容については下記を参照してください。 

 

 

 

 

2.1.3 View層（HTMLやJSPファイル）を修正することで解決できるケース 

画面表示上のキャプションや配色などの軽微な変更は View 層のみの修正で解決できます。 

 

イントラネット・スタートパックはスクリプト開発モデルを採用していますので、View 層の修正はプレゼンテーション

ページ（HTML）の修正となります。 

 

それでは実際にプレゼンテーションページの修正を行ってみましょう。 

 「startpack.ini」の設定項目一覧については下記を参照してください。 

⇒ インストールガイド 3.7 初期化ファイルの設定(startpack.ini) 

 「webmail.ini」の設定項目一覧については下記を参照してください。 

⇒ インストールガイド 3.8 初期化ファイルの設定(webmail.ini) 

 「isp-input-validation.xml」を使用したカスタマイズ事例については下記を参照してください。 

⇒ 3.3.1登録可能な文字数を拡張する 
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「勤務日付」を
「出勤日」に変更します。

 
勤怠管理アプリケーションの勤務登録画面で、「勤務日付」というキャプションを「出勤日」に変更します。このペー

ジのオリジナルのプレゼンテーションページは「(ROOT)/pages/product/src/startpack/work/regist/work_edit.html」

にありますので、これを直接修正しても表示を変更することができますが、通常はオリジナルを直接編集せずに、

(ROOT)/pages/src/startpack/work/regist/フォルダ配下にコピーしてから、それを修正するようにします。その理由

は、イントラマートがソースコードを管理するディレクトリ内で、パッケージから提供されるソースコードとユーザがカ

スタマイズしたソースコードを分離して管理できるようになっているからです。このルールに従うと、パッケージオリ

ジナルのソースコードを残したまま、カスタマイズしたソースコードを配置することができます。 

 

フォルダ 説明 

pages/platform/src IWP のソースコード 

pages/product/src イントラネット・スタートパックなどのアプリケーションシリーズのソースコード 

pages/src カスタマイズやスクラッチ開発のソースコード 

このように、ソースコード保管用のフォルダが分かれており、src フォルダからの相対パスが一致するファイルに関

しては pages/src フォルダが優先します。例えば、 

 

（A）pages/product/src/test.html 

（B）pages/src/test.html 

 

の二つのファイルがあった場合、（A）と（B）は同じパスにあると判断され、（B）のソースコードが採用されます。 
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パッケージのソースコードをカスタ

マイズする場合には、pages/src/

の配下に「srcフォルダからの相対

パスが同じになるように」コピーし

てからカスタマイズします。

Product
(pages/produc t/src/ )

パッケージ関連のソースコード

が格納されている。

Plat form
(pages/plat fo rm/src/ )

IWPのソースコードが

格納されている。

Src
(pages/src/ )

ユーザが作成またはカスタマイズ

したソースコードを格納する場所。

 
それでは、「(ROOT)/pages/product/src/startpack/work/regist/work_edit.html」を 

「(ROOT)/pages/src/startpack/work/regist/work_edit.html」にコピーして、修正してみましょう。 
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＜修正前＞ 

 

 

＜修正後＞ 

 

 

 

キャプションが変更されました。 

 

 

 

♪ポイント♪ 

ファイルを修正しても表示が反映されない場合、 IWP の再起動をすると反映されることがあります。

「pages/product/src」フォルダ配下にはソースコードの自動コンパイル機能がデフォルトで ON となっているため、動

的にスクリプトコードの変更を反映しない設定になっています。それに対して、「pages/src/」フォルダ配下は自動コ

ンパイル機能がデフォルトで OFF になっており、インタプリタは常に最新のソースコードを実行するようになってい

ます。これらの設定は、各 src フォルダ配下の「source-config.xml」を修正することで変更することができます。 

 

 

 <BR> 
 <IMART type="form" name="attendForm" method="POST" >  
  <IMART type="hidden" nDayLine=nDayLine sRestTime=sRestTime></IMART> 
  <IMART type="hidden" sTargetFullDate=sTargetFullDate></IMART> 
  <IMART type="hidden" json_url=json_url></IMART> 
  <TABLE width="80%" align="center" class="edit"> 
   <TR>  
    <TD class="bottom">出勤日</TD> 
    <TD class="bottom"> 
     <IMART type="string" value=sTargetFullDate></IMART> 
    </TD> 
   </TR>  

 <BR> 

 <IMART type="form" name="attendForm" method="POST" >  

  <IMART type="hidden" nDayLine=nDayLine sRestTime=sRestTime></IMART> 

  <IMART type="hidden" sTargetFullDate=sTargetFullDate></IMART> 

  <IMART type="hidden" json_url=json_url></IMART> 

  <TABLE width="80%" align="center" class="edit"> 

   <TR>  

    <TD class="bottom">勤務日付</TD> 

    <TD class="bottom"> 

     <IMART type="string" value=sTargetFullDate></IMART> 

    </TD> 

   </TR>  
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2.1.4 ロジック層（JS/Java/DB定義）を修正することで解決できるケース 

View 層の修正で対応できない場合には内部処理（ロジック層）の修正が必要となります。 

 

イントラネット・スタートパックはスクリプト開発モデルを採用していますので、ロジック層の修正はファンクションコン

テナ（JS）の修正となります。ファンクションコンテナにおいても、プレゼンテーションページと同様、下記のようにフ

ォルダが分かれています。 

 

フォルダ 説明 

pages/platform/src IWP のソースコード 

pages/product/src イントラネット・スタートパックなどのアプリケーションシリーズのソースコード 

pages/src カスタマイズやスクラッチ開発のソースコード 

 

イントラネット・スタートパックのソースコードは「pages/product/src/startpack」フォルダ配下に入っていますので、

「pages/src/startpack」配下にコピーをしてからカスタマイズするようにしてください。 

 

 

2.2 カスタマイズに関する規約と注意点 

2.2.1 規定 

intra-mart では、製品として提供されたプログラムを自由にカスタマイズして利用することができます。 

カスタマイズが可能なプログラムは、ソース公開として提供されているプログラムファイル(*.ini，*.html，*.js，

*.properties，*.java および ，*.jsp など)すべてが対象となります。 

 

但し、製品のソースに対してカスタマイズをした場合、カスタマイズをしたプログラムおよび動作に関連のあるプロ

グラム群に関して、同パッケージの提供元は動作保証をいたしません。 また、カスタマイズをしたことにより発生し

た不具合に関しては、サポート対象外となります。 

2.2.2 環境移行の手順 

カスタマイズしたプログラムを別の環境へ移行（例えば開発機から本番運用機への移行）する場合、以下の手順

で移行を行って下さい。 

 

a. 移行先へ intra-mart をインストールします。  

b. 移行先環境の intra-mart に対してライセンス登録を行います。  

c. 移行先環境の intra-mart を停止します。  

d. カスタマイズした各プログラムソース(ini, html および js)を元環境から移行先環境へコピーしま

す。  

e. 移行先の intra-mart を起動します。  

  

カスタマイズしたプログラムを移行する場合、Resource Service の pages/ ディレクトリ内にある html および js 

以外のファイルと Permanent Data Service の treasure/ ディレクトリを上書きコピーしてしまわないように注意して

ファンクションコンテナをカスタマイズした事例については下記を参照してください。 

⇒ 3.5.1掲示板掲示前承認機能の作成 
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下さい。万一、元環境から移行先環境に対してバイナリファイルの上書きコピーをしてしまいシステムが正常に動

作しなくなった場合には、すべてのファイルを削除して移行先への intra-mart のインストールから再度行うように

して下さい。 

2.2.3 注意事項 

ソースが公開されているプログラムであっても、そのコード中に非公開のＡＰＩ（API リストに記載のないもの）を利用

している場合があります。これら、非公開ＡＰＩは予告なく仕様が変更されることがあるので注意が必要です。 

 

製品のソースを直接カスタマイズした場合、カスタマイズをしたソースに関してはバージョンアップ対象外となりま

す。パッチおよびバージョンアップ版のインストールの際にはソースが自動的に上書きされてしまうことがあります

ので、ご注意下さい。 

 

なお、本項の詳細については、intra-mart IWP/AFW の API リスト【カスタマイズ】の項を参照してください。 
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3 カスタマイズ事例集 

3.1 スケジュール管理システムのカスタマイズ 
 

3.1.1 画面上の表現をカスタマイズする 

イントラネット・スタートパックのスケジュール画面には、自分や他ユーザのスケジュールが色付きのバーで表現さ

れます。ここでは、グループスケジュールのファンクションコンテナに手を加え、画面上の表現を変更するカスタマ

イズ手順を説明します。 

 

この背景色を変更します

 

 

今回のカスタマイズの仕様は下記の通りとします。 

 

（１） グループスケジュール（日単位）の画面において、自分が参加予定である正式なスケジュールを表

現するバーの背景色を、初期のカラーからシアン（カラーコード #00FFFF）に変更する。 

 

それでは、このカスタマイズの作成手順を説明します。 

大まかな手順は次のようになります。 

 

（１）ファンクションコンテナ（JS）を編集する 

 

 

編集するファイルは下記の通りです。 
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ファイルパス ファイル名 説明 

(ROOT)/pages/product/src/startpack/slider_schdule/ 

↓（コピー） 

(ROOT)/pages/src/startpack/slider_schdule/ 

 

sdl_lst_grp_day.js ファンクションコンテナ

(ROOT) は Resource Service ルートを示します。 

 

（１） ファンクションコンテナを編集します。 

完成イメージは次のようになります。 

 

 
（白黒だとわかり辛いですが、ピンクからシアンに変更されています。） 

 

ソースコードの修正例を示します。 

 

 

 

 

3.1.2 Microsoft Outlookからスケジュールデータをインポートする 

イントラネット・スタートパックにはスケジュールインポート機能が付属していますので、手動で取り込み設定をすれ

ば Outlook のスケジュールデータを取り込むことができるようになっています。しかし、ここではさらに便利な「極力

手作業をしないで Outlook のスケジュールデータを取り込むことができる簡易ツール」を作成します。 

スケジュールデータ取り込み機能を作成するためには、イントラネット・スタートパックのデータベースにアクセスす

る必要がありますが、ここではイントラネット･スタートパックのＡＰＩを利用して簡単にデータベース登録ができること

を説明します。 

 

// 正式スケジュールの色を指定している箇所をコメントアウトします。 

// var COLOR_SCHE_REGULAR = "#FFEBEB"; 

 

// 新たな色コードを指定します。 

var COLOR_SCHE_REGULAR = "#00FFFF"; 
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作成するツールの仕様は下記の通りとします。サンプルのため、ある程度機能を限定します。 

 

（１） Microsoft Outlook2003 からデフォルト設定で出力した CSV ファイルをそのまま取り込む。 

（２） 簡易ツールなので取り込む属性は下記のみとし、特に設定項目は含めない。 

タイトル、開始日時、終了日時、ユーザ CD（参加者は含めない）、場所、説明 

（取り込まない項目を CSV ファイルから取り除く必要はありません。） 

（３） 画面からクライアントローカルファイル（CSV）をアップロードすると即時に登録処理が実施される。 

（４） 内容に変更のないスケジュールは上書きする。 

 

 

それでは、スケジュールデータインポート機能の作成手順を説明します。 

大まかな手順は次のようになります。 

 

（１） プレゼンテーションページ（HTML）を作成する。 

（２） ファンクションコンテナ（JS）を作成する。 

（３） メニューを設定する。 

（４） 取り込みを実行する。 
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プログラムの処理の流れは下記の通りです。 

 
♪ポイント♪ 

イントラネット・スタートパックのスケジュール関連 API「ISPScheduleManager」を利用することで、データベースアク

セスのための SQL を記述する必要がありません。 

 

作成するファイルは下記の通りです。 

ファイルパス ファイル名 説明 

(ROOT)/pages/src/sample/sch_import sch_import.html プレゼンテーションページ 

(ROOT)/pages/src/sample/sch_import sch_import.js ファンクションコンテナ 

(ROOT) は Resource Service ルートを示します。 
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（１） プレゼンテーションページ（HTML）を作成します。 

完成イメージは下記のようになります。 

 

 

ソースコードの例を示します。 

 
♪ポイント♪ 

ファイルをアップロードする際には、「enctype="multipart/form-data"」とする必要があります。 

  

（２） ファンクションコンテナ（ＪＳ）を作成します。 

＜2:upload(request)＞  

アップロードされたファイルを文字列変数として取得します。 

 
♪ポイント♪ 

アップロードされたデータはクライアント上の文字コードのまま（windows-31j）なので、サーバ上で処理するた

めに UNICODE に変換する必要があります。また、改行コードもここで統一します。 

 

＜2.1:parseCSV()＞ 

CSV から二次元配列に変換します。 

 

 // CSV をパースし、二次元配列に格納する。 

 var aCSV = parseCSV(sData); 

<HTML> 

 <HEAD> 

  <TITLE>Outlook データインポート</TITLE> 

 </HEAD> 

 <BODY> 

  <H3>Outlook データインポート</H3> 

  <IMART type="form" name="fileForm" method="post" enctype="multipart/form-data" action="upload"> 

   <INPUT type="file" name="upload_file"> 

   <INPUT type="button" value="アップロード実行" onclick="document.fileForm.submit();"> 

  </IMART> 

 </BODY> 

</HTML>  

 // ファイルデータの取得 

 var sData = request.getParameter("upload_file").getValueAsStream(); 

 

  

 // ファイルデータの文字コードを UNICODE に戻す。 

 sData = Unicode.from(sData,"MS932"); 

 

 

 // 項目内部の改行はスペースに変換する。 

 sData = sData.replace(new RegExp('\r\n',"g"),"\n"); 
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Outolook から出力したデータは CSV1 形式となっています。 

 

＜2.2:getReserves()＞  

これから登録しようとするスケジュールと内容が同じデータが存在するか、検索します。 

 
ここで、スケジュール管理システムのＡＰＩを使うためのオブジェクトを初期化します。 

以降、この oMNG を使用して処理を進めます。 

 

 
getReserves の引数に検索条件を指定します。 

♪ポイント♪ 

検索条件は PreparedSQL の指定方式になっています。検索条件に指定するキーワード「@キーワード」の一

覧は、イントラネット・スタートパックの API リストに記載されています。 

 

＜2.3:updateReserve()＞  

スケジュール登録 API を呼び出します。 

 

  // 予定オブジェクト(Reserve)の作成 

  oReserve = new Object(); 

  oReserve.reserveCd = Identifier.get(); 

  oReserve.lumpTransactionId = Identifier.get(); 

  oReserve.title   = aCSV[i][COL_TITLE]; 

  oReserve.startDate  = getDate(aCSV[i][COL_START_DATE],aCSV[i][COL_START_TIME]); 

  oReserve.endDate  = getDate(aCSV[i][COL_END_DATE],aCSV[i][COL_END_TIME]); 

  oReserve.place   = aCSV[i][COL_PLACE]; 

  oReserve.notes   = aCSV[i][COL_NOTES]; 

 

  // スケジュールを登録 

  oResult = oMNG.updateReserve(oReserve); 

  if (oResult.error) 

  { 

   Debug.browse(oReserve,oResult); 

  } else 

  { 

   Debug.print("スケジュール（基本）登録成功"); 

  } 

  //まったく同じスケジュールがあればスキップ 

  sWhere = "@startDate = ? AND @endDate = ? AND @title=? AND @scheduleUserCd=? AND @place=? AND @notes=?"; 

  aParm = new Array(); 

  aParm[0] = new DbParameter( DatabaseManager.dateToString(oReserve.startDate),DbParameter.TYPE_DATE ); 

  aParm[1] = new DbParameter( DatabaseManager.dateToString(oReserve.endDate)  ,DbParameter.TYPE_DATE ); 

  aParm[2] = new DbParameter( oReserve.title,DbParameter.TYPE_STRING ); 

  aParm[3] = new DbParameter( oSchedule.userCd,DbParameter.TYPE_STRING ); 

  aParm[4] = new DbParameter(oReserve.place,DbParameter.TYPE_STRING ); 

  aParm[5] = new DbParameter( oReserve.notes,DbParameter.TYPE_STRING ); 

  oCheck = oMNG.getReserves(sWhere,aParm); 

   

  if (!oCheck.error && oCheck.data.length > 0) 

  { 

   Debug.print("重複したスケジュールをスキップ"); 

   continue; 

  } 

 // スケジュールマネージャの生成 

 var oMNG = new ISPScheduleManager("default"); 
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updateReserve()はスケジュールの基本情報を登録します。基本情報とは、スケジュールのタイトルや日時な

どの基本的な情報で、複数人が同時に参加するようなスケジュールにおいても基本情報は１レコード登録さ

れます。 

 

＜2.4:updateSchedule()＞  

スケジュール登録（個人データ）API を呼び出します。 

 
updateSchedule()はスケジュールの個人データ部分を登録します。個人データとは、スケジュールの対象者

を指します。今回のプログラムではアップロード処理を実行している人のログイン ID を登録するようになって

います。会議召集のように複数人が参加するスケジュールを登録する場合には、updateSchedule()を人数分

実行する必要があります。 

 

※処理の全体はダウンロードソースコードを参照してください。 

 

 

 

 

  // 対象ユーザ毎オブジェクト(Schedule)の作成 

  oSchedule = new Object(); 

  oSchedule.reserveCd = oReserve.reserveCd; 

  oSchedule.userCd = Module.client.get("id"); 

  // Schedule オブジェクトを Reserve に格納 

  oReserve.Schedules = new Array(); 

  oReserve.Schedules[0] = oSchedule; 

 

  // スケジュール（個人データ）を登録 

  oResult = oMNG.updateSchedule(oSchedule); 

  if (oResult.error) 

  { 

   Debug.browse(oReserve,oResult); 

  } else 

  { 

   Debug.print("スケジュール（個人データ）登録成功"); 

  } 
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（３） メニューを設定します。 

ログイングループ管理者でログインし、メニューから［ログイングループ管理］－［メニュー管理］－［メニュー設

定］を選択してください。 

トップメニューとして下記の通り登録してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 取り込みを実行します 

それでは、実際に取り込み処理を実行してみましょう。 

 

Microsoft outlook2003 を起動し、予定を登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示名 クライアン

トタイプ 

URL その他 

Outlook データ 

インポート 

パソコン sample/sch_import/sch_import.jssp クライアントからアクセスす

るのに必要なロールを設

定してください。 
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ＣＳＶファイルにエクスポートします。 

 

 

 

次のような CSV ファイルが出力されます。 
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次に、CSV ファイルをスタートパックに取り込みます。 

「参照」ボタンを押下し、ファイル選択画面で CSV ファイルを選択後、「アップロード実行」ボタンを押下してく

ださい。 

 

 

 

処理が完了したらスケジュールを確認します。 

 
(＊ポップアップ画面は紙面の都合上、若干縮小して合成しています。) 
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3.2 ドキュメント管理システムのカスタマイズ 
 

3.2.1 ドキュメントの管理属性を追加する 

イントラネット・スタートパックのドキュメント管理システムは、標準では必要最低限の属性のみ登録できるようになっ

ています。標準で登録できる属性は、 

・ 添付ファイル名 

・ ドキュメント名 

・ 添付ファイル名 

・ 登録情報（登録者・日時など） 

・ 備考 

・ ソート番号 

に限られます。しかし実際に文書共有を実施する際には、管理上の様々な属性付与が必要になるケースがありま

す。例えば、内部統制のために主管部署や保存年限に関する項目を指定することなどが想定されます。ドキュメ

ント管理システムでは、このような要件に対応するための汎用的な属性をあらかじめ用意しています。区分コード

設定マスタで下記の項目を編集することで、利用が可能となります。 

 

それでは、ドキュメント管理属性として新たに「主管部署」という属性を追加する例を示します。 

ここに「主管部署」という
入力項目を追加します。
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メニューから[イントラネット・スタートパック]-[マスタメンテナンス]-[区分コード設定マスタメンテナンス]を選択してく

ださい。 

 

 

 

この中の区分名称「doc_etc_word」、区分コード「01」を選択して編集画面を開きます。 

 

 
値を「ON||主管部署」に更新します。 
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下記の表示に変更されます。 

 

 

 

このように、あらかじめ用意されている範囲で属性の表示を ON/OFF することができます。 

区分設定の一覧については下記を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 区分コードの一覧は下記を参照してください。 

⇒4.2区分コード一覧  
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3.2.2 登録されているドキュメントの一覧を出力する 

ドキュメント管理システムに登録されているドキュメントの一覧を作成します。ドキュメント管理システムの API

（ISPDocumentManager）を使い、ドキュメント管理システムのデータベースから簡単にデータを取得します。 

 

作成ツールの仕様は下記の通りとします。 

 

 

（１） 登録されてから１年経過したドキュメントを検索する。 

ここでは簡単に、システム日付の年部分を単純に－１します。 

 

（２） 検索結果を画面に一覧表示する。 

表示内容も簡単にします。 

 

 

それでは、ドキュメント一覧機能の作成手順を説明します。 

大まかな手順は次のようになります。 

 

（１） プレゼンテーションページ（HTML）を作成する。 

（２） ファンクションコンテナ（JS）を作成する。 

（３） メニューを設定する。 

 

作成するファイルは下記の通りです。 

ファイルパス ファイル名 説明 

(ROOT)/pages/src/sample/document_list/ document_list.html プレゼンテーションページ 

(ROOT)/pages/src/sample/document_list/ document_list.js ファンクションコンテナ 

(ROOT) は Resource Service ルートを示します。 

 

 

 

（１） プレゼンテーションページの例 
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（２） ファンクションコンテナの例 

 
getDocuments の引数に検索条件を指定します。 

♪ポイント♪ 

検索条件は PreparedSQL の指定方式になっています。 

 

 

（３） メニューの設定 

 

 

 

 

表示名 クライアントタイプ URL その他 

ドキュメント一覧 パソコン sample/document_list/docum

ent_list.jssp 

クライアントからアクセス

するのに必要なロールを

設定してください。 

var oBind = new Object(); 

 

function init(request) 

{ 

 // ドキュメントデータのアクセッサオブジェクトを生成する。 

 var oMng = new ISPDocumentManager("default"); 

  

 // 一年前の日付を取得する。 

 var dToday = new Date(); 

 var dLimit = new Date(dToday.getFullYear()-1,dToday.getMonth(),dToday.getDate()); 

 var sLimit = DatabaseManager.dateToString(dLimit); 

  

 // API のパラメータを作成する。 

 var sWhere = "@recordDate >  ?"; 

 var aParm = new Array(); 

 aParm[0] = new DbParameter( sLimit,DbParameter.TYPE_DATE );  // Where 句パラメータの作成 

 

 // API を利用してデータを取得する。 

 var oData = oMng.getDocuments(sWhere,aParm); 

  

 oBind.documents= oData.data; 

 

} 

<html> 

 <body> 

  <TABLE border> 

   <TR> 

    <TD>ドキュメント名 

    </TD> 

    <TD>登録日 

    </TD> 

   </TR> 

   <IMART type="repeat" list= oBind.documents item="record"> 

    <TR> 

     <TD><IMART type="string" value= record.documentName></IMART> 

     </TD> 

     <TD><IMART type="string" value= record.updateDate></IMART> 

     </TD> 

    </TR> 

   </IMART> 

  </TABLE> 

 </body> 

</html> 
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3.2.3 APIを使ってドキュメントを登録する  

ドキュメント管理システムの API を使って、プログラム的にドキュメントを登録するサンプルを示します。この手法を

応用すると、他のシステムからのドキュメントマイグレーションやファイルサーバからの一括インポートなどの機能を

実現することができるでしょう。 

 

ドキュメントを登録するための API には、決まった処理の手順を踏む必要があります。本資料ではドキュメントを登

録するためのもっとも基本的な API 呼び出しの手順を示します。 

 

作成ツールの仕様は下記の通りとします。 

 

（１） 画面から、アップロードするファイルとアップロード先のフォルダ名を指定する。 

（２） 指定されたフォルダにドキュメントを登録する。 

(ア) フォルダがない、または同名のフォルダが複数存在する場合はエラー。 

 

それでは、ドキュメント登録機能の作成手順を説明します。 

大まかな手順は次のようになります。 

 

（１） プレゼンテーションページ（HTML）を作成する。 

（２） ファンクションコンテナ（JS）を作成する。 

（３） メニューに登録する。 

 

作成するファイルは下記の通りです。 

ファイルパス ファイル名 説明 

(ROOT)/pages/src/sample/document_rgst/ document_rgst.html プレゼンテーションページ 

(ROOT)/pages/src/sample/document_rgst/ document_rgst.js ファンクションコンテナ 

(ROOT) は Resource Service ルートを示します。 

 

（１） プレゼンテーションページ（HTML）を作成する。 

次のようなレイアウトの画面を作成します。 
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ソースコードの例を示します。 

 

 

ファイルの中身は「upload_file」、フォルダ名は「folder_name」、ファイル名は「file_name」にそれぞれ格納して、ファンク

ションコンテナを呼び出します。 

 

（２） ファンクションコンテナ（ＪＳ）を作成します。 

ここでは、前項までの内容でも繰り返し行ってきたイントラネット・スタートパックのＡＰＩを利用して、ＳＱＬを直接発行せず

にドキュメント管理システムにデータを登録することができます。しかし、ドキュメント管理システムには添付ファイルがある

ため、その登録方法には決まった手順があります。 

 

主な注意点を挙げますと、 

① ドキュメントを登録するオブジェクトに、あらかじめ生成しておいた添付ファイル情報オブジェクトを「ぶら下げて」登

録する必要がる。（ドキュメントオブジェクトの属性として添付ファイルオブジェクトを設定する） 

② 添付ファイルをストレージサービスに登録する時のファイル名を、「論理ファイル名（ユーザが見たままのファイル

名）にする」か、「内部ＩＤ（一意のＩＤ）」として登録するか、二種類のモードがあり、システム変数から取得して適切

に処理する必要がある。 

③ ＡＰＩではデータベースへのデータ登録までしかされないので、ストレージサービスへのファイル保存は VirtualFile

オブジェクトを使って自分で登録する必要がある。 

 

それでは、特徴的な部分を抜粋して紹介します。 

 

まず、添付ファイルオブジェクトについて 

<HTML> 
 <HEAD> 
  <TITLE>ＡＰＩを使ってドキュメントを登録する</TITLE> 
 </HEAD> 
 <BODY> 
  <H3>ＡＰＩを使ってドキュメントを登録します</H3> 
  <IMART type="form" name="fileForm" method="post" enctype="multipart/form-data" 
action="upload"> 
   登録するファイルの選択：<INPUT type="file" name="upload_file"><BR><BR> 
   登録先のフォルダ名（パスではなくフォルダ名のみ）：<INPUT type="text" name="folder_name" 
value=""><BR><BR> 
   <input type="button" value="アップロード実行" onclick="document.fileForm.file_name.value = 
document.fileForm.upload_file.value;document.fileForm.submit();"> 
   <input type="hidden" name="file_name" value=""> 
  </IMART> 
 </BODY> 
</HTML>  
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添付ファイルオブジェクトは API ではなく、「new Object()」で取得したオブジェクトに属性を付与して作成します。 

そして、STARTPACK_FILE_UPLOAD_SAVE_TYPE の値が”id”(ID で保存する)か空白（ユーザの見た目通り保存す

る）によって physicalFileName(論理ファイル名)の値を分岐しています。 

 

添付ファイルオブジェクトは、次のようにドキュメント情報オブジェクトに「ぶら下げます」 

 

 

こうしておいてからドキュメントオブジェクトを実際に登録します。 

 
（ここでは oDM は ISPDocumentManager が格納されています） 

 

これでデータベースへのデータの登録は完了したのですが、ストレージサービスへの添付ファイルの登録は完了してい

ません。次のように VirtualFile オブジェクトを利用して添付ファイルを登録します。 

 

 // Storage Server の正しい場所に実ファイルを保存する。 
 var sReleasePath = "startpack/fsroot/" + Module.client.get("group") + "/document/"  
                 + oDocumentInfo.documentCd + "/" + oAttachInfo.fileCd + "/"; 
  
 var oTargetDir = new VirtualFile(sReleasePath); 
 if(!oTargetDir.exist()) { 
  if(!oTargetDir.makeDirectories()) { 
   // ディレクトリ作成失敗 
   Module.alert.write("SYSTEM.ERR","ディレクトリの作成に失敗しました。"); 
  } 
 } 
 var oTargetFile = new VirtualFile(sReleasePath + oAttachInfo.physicalFileName); 
 if(!oTargetFile.save(sData)) { 
 // ファイル出力失敗 
  Module.alert.write("SYSTEM.ERR","ファイルの保存に失敗しました。"); 
 } 

 // ドキュメント情報登録 
 var oResult = oDM.updateDocument(oDocumentInfo); 

 // ドキュメントオブジェクトの生成と登録 
 var oDocumentInfo = new Object(); 
 oDocumentInfo.folderCd = oFolderInfo.data[0].folderCd; 
 oDocumentInfo.documentCd = Identifier.get(); 
 oDocumentInfo.documentName = sFileName; 
 oDocumentInfo.notes = ""; 
 oDocumentInfo.attachedFiles = new Array(); 
 oDocumentInfo.attachedFiles[0] = oAttachInfo; 

// 添付ファイルオブジェクトの生成 
 // 添付ファイル情報の作成 
 var oAttachInfo = new Object(); 
  
 // ini ファイルよりファイルの保存タイプ取得 
 var sSaveType = System.getValue("STARTPACK_FILE_UPLOAD_SAVE_TYPE", "id"); 
  
 // 添付ファイル情報設定 
 oAttachInfo.fileCd = Identifier.get(); 
  
 if(sSaveType == "id") { 
  oAttachInfo.physicalFileName = Identifier.get(); 
 } else { 
  oAttachInfo.physicalFileName = sFileName; 
 } 
  
 oAttachInfo.logicalFileName = sFileName; 
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ドキュメント管理システムのフォルダ構成と、ストレージサービス内の物理ファイルの構成は決まったルールがあります。 

%ストレージサービスルート%/startpack/fsroot/%ログイングループ CD%/document/%ドキュメント CD%/添付ファイル CD/ 

 

また、登録するためのフォルダもその都度作成する必要があります。 

フォルダを作成（makeDirectories）して、ファイルの保存（save）が成功すれば、ドキュメントの登録完了です。 

 

 

（３） メニューの設定 

 

 

3.3 電子会議室のカスタマイズ 

3.3.1 登録可能な文字数を拡張する 

電子会議室の登録文字数のデフォルト設定は 1,000 文字（半角文字で 2,000 桁）です。1,000 文字を超える長さ

のデータを登録使用とした場合、下記のようなメッセージが表示されて登録することができません。 

 

 

イ ン ト ラ ネ ッ ト ・ ス タ ー ト パ ッ ク で は 、 こ の よ う な 登 録 可 能 文 字 数 の 設 定 は 一 元 化 さ れ て お り 、

「isp-input-validation.xml」というファイルに記載することになっています。プログラム内部ではこの設定を参照して

入力文字数のチェックを行っています。 

 

表示名 クライアントタイプ URL その他 

ドキュメント登録 パソコン sample/document_rgst/document

_rgst.jssp 

クライアントからアクセスす

るのに必要なロールを設定

してください。 



 3 カスタマイズ事例集

 

作成者：株式会社 NTT データ イントラマート Page 31

 

 
簡単には、この設定を変更すれば良いことになりますが、実際にはデータベースのカラムサイズも合わせて拡張

する必要があります。 

 

電子会議室の登録可能文字数を拡張するためには次の手順を実施します。 

 

（１） データベースのフィールドサイズを拡張する。 

（２） プログラム内での文字数チェック設定を変更する(isp_input_validation.xml)。 

（３） イントラマートを再起動する。 

 

※ 注意：電子掲示板の場合には、通常テキスト（contents）と書式を保持したＨＴＭＬテキスト

（contents_html）の２箇所変更が必要。また、登録可能な文字数は書式を表現するためのタグ

付のＨＴＭＬ形式でも制限されるので、書式付の HTML（contents_html）を多少大きくしておい

た方が良い。 

 

ここでは拡張後の登録可能文字数を半角 3,000 文字、書式付で 4,000 文字として説明します。 

 

（１） データベースのフィールドサイズを拡張する。 

次の ALTER 文を、DBMS の SQL クエリー実行ツールで実行してください。 

alter table ispt_conference_info modify ( 

contents varchar2(3000)); 

 

（２） alter table ispt_conference_info modify ( 

contents_html varchar2(4000)); 

（ALTER 文の書式は DBMS により多少異なります。詳しくは各 DBMS の説明書を参照してください。上記は

ORACLE の例です。） 

 

（３） プログラム内での文字数チェック設定を変更する。 

isp-input-validation.xml を編集し、登録可能文字数を変更します。 
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ファイルの場所：Resource Service インストールフォルダ/conf/isp-input-validation.xml  

ノードの場所： 

/root/isp-input-validation/conference/table[ispt_conference_info]/field/field-name[contents] 

/root/isp-input-validation/conference/table[ispt_conference_info]/field/field-name[contents_html] 

 

3000

4000
 

 

（４） イントラマートを再起動する。 

起動完了後には、全角 1,000 文字を超えるテキストも正常に登録できるようになります。 

3.4 ポートレットの作成 

3.4.1 ドキュメントフォルダ・ポートレットを作成する 

イントラネット・スタートパックのドキュメント管理システムは、社内の共有ドキュメントを統合的なフォルダ階層に保

存します。ユーザは必要なドキュメントを利用する際には分かりやすく整理されたフォルダ階層にしたがって検索

して行けば、目的のドキュメントにたどり着くことができます。しかし、毎日決まって使うようなドキュメントにアクセス

する場合には、ドキュメント管理システムのフォルダ階層を辿るのは少々面倒な作業です。あるユーザが日常的に

アクセスするフォルダは、全体のうちの一部に限られているのが普通だと考えられます。 

そこで、「ドキュメント管理システム内の指定したフォルダをポータルに表示するためのポートレット」を作成します。 

ここでも、既存のソースコードをうまく流用しながらカスタマイズしてこの機能を実装していきます。 

 

概念図は下記の通りです。詳細は以降説明をしていきます。 

 

ポートレットの登録ドキュメント管理システム ポータルにポートレットを配置

  

作成するポートレットの仕様は下記の通りとします。 
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（１） 表示対象のフォルダをページ引数で指定する 

ドキュメント管理システムで管理しているフォルダの中から、ページ引数で指定したフォルダをトップ

階層とする、フォルダ・ドキュメント階層ツリーを表示する。 

（２） ページ引数の仕様 

「target_folder=[階層表現],[フォルダ名]」という表現とする。 

階層表現はトップを「/」とし、以下フォルダ階層ごとに「フォルダ名+/」を加える。 

（例：「/親睦会/企画画関連資料/2004 年」なら「target_folder=/親睦会/企画画関連資料/,2004 年」 

（３） 動作の仕様 

ツリーの開閉動作はドキュメント管理システムと同様とする。 

ドキュメントを選択すると、ポップアップ画面を開いてドキュメント情報の詳細を表示する。 

（４） 制限事項 

フォルダ階層に「,」が含まれると正しく動作しないが、今回は制限事項とする。 

 

※フォルダの指定にページ引数を用いることにより、１つのポートレットプログラムを、異なるフォルダ・ドキュメント

階層ツリーを表示するポートレットとして用いることができます。 

 

ポートレットの見た目の完成イメージは次のようになります。 

（「親睦会関連」フォルダを表示フォルダに指定した例） 

 

 

ポートレットの作成に関するルールと詳細な手引きについては下記の資料に記載されていますので割愛します。 

記載先：「intra-mart Ver7.0 API リスト」の JavaEE 開発モデル、スクリプト開発モデルそれぞれの中の「業務基盤

ツール／ポータルモジュール」の項 

 

手順についても＜プレゼンテーションページの作成＞→＜ファンクションコンテナの作成＞→＜メニュー／ポート

レット登録＞という基本的な流れは同様です。 

本項では、画面上の各要素を既存のソースコードから流用する手法を中心に説明します。 

 



intra-mart イントラネット・スタートパック Ver7.1（カスタマイズガイド）

 

Page 34 Copyright 2000-2010 株式会社 NTT データ イントラマート All rights Reserved.

 

今回作成する機能を効率よく開発するために、下記のように既存機能を流用します。 

（詳細はダウンロードソースコードを参照してください。ここでは考え方に絞って説明します。） 

 

①

②

②
③

参照ウィンドウはコピーせず、
既存のものをそのままコールする。

③

①

流用のポイント

①ポートレットのヘッダ部分のレイアウトと、
    ドキュメント管理に遷移する仕組みを流用

②フォルダの階層表示をする仕組みを流用

③ドキュメント名をクリックすると
   ドキュメント参照ウィンドウを開く仕組みを流用

 

 

また今回のポートレットは、ひとつのポータルの中に複数配置される可能性があるため、フォーム名やスクリプト名

等がポータル画面内で干渉しないようにする必要があります。干渉を避ける方法としては IFRAME を利用するの

が簡単です。そこで、今回はポートレットの中身を別ファイルとして用意し、IFRAME の中に取り込むようにしてい

ます。 

 

カスタマイズの手順は下記の様になります。 
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（１） プレゼンテーションページ（HTML）を作成する。 

（２） ファンクションコンテナ（JS）を作成する。 

（３） ポートレットとしてプログラムを登録する。 

（４） ポータルにポートレットを配置する。 

 

作成するファイルと流用元ファイルは下記の通りです。 

ファイルパス ファイル名 説明 

(ROOT)/pages/src/sample/custom_portlet/ iframe.html 

iframe.js 

IFRAME 用 

また、このページをポートレットに指定す

る。 

(ROOT)/pages/src/sample/custom_ portlet/ custom_portlet.html

custom_portlet.js 

ポートレットの中身 

（流用元） 

startpack/portal/ptl_memo 

(ROOT)/pages/src/sample/custom_ portlet/ tree.html 

tree.js 

ツリーの表示、制御 

（流用元） 

startpack/common/tree/cm_tree_app 

(ROOT)/pages/src/sample/custom_ portlet/ tree_data.html 

tree_data.js 

ツリーのデータ取得（AJAX の非同期応

答用プログラム） 

（流用元） 

startpack/common/tree/cm_tree_appData

(ROOT) は Resource Service ルートを示します。 

 

 

 

 

① ポートレットのヘッダ部分 

ポートレットのヘッダ部分については、「新着配信機能」を流用することにします。 

ポートレットの枠とタイトルについてはポータルシステムが自動的に生成します。作成しなければならな

いのはツールバー部分（①の点線の部分）となります。「ドキュメント管理へ」をクリックするとドキュメント

管理システムへ遷移します。この部分も「新着配信機能」のソースコードがそのまま流用できます。 

掲示板や電子会議室に関連するコードは削除します。 

 

ツールバー部分のソースコードは次のようになります。 

 
なお、クリックイベントに対応するため「onToDocument10()」「openWindow7()」「docDetailSubmit7()」の

各メソッドも合わせてコピーする必要があります。 

 

 

② フォルダ階層を表示する仕組み 

ドキュメント管理システム標準のフォルダ階層表示機能を流用します。実は、このフォルダ階層表示機

<IMART type="imDesignCss" ></IMART> 

<IMART type = "imToolbarFrame">  

  <IMART type = "imToolbarRight"> 

   <IMART type = "imIcon" 

       name = "ドキュメント管理へ" 

       icon = "images/standard/arrow_left.gif" 

       href = "JavaScript:onToDocument10();"> 

   </IMART> 

  </IMART> 

</IMART> 
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能の中では『アクセス権がないフォルダは見えなくする機能』が組み込まれていますので、そのまま流

用します。流用元のプログラムでは、フォルダのトップ階層をすべて取得し、その配下のフォルダ階層

を表示するようになっているため、「フォルダのトップ階層をすべて取得」している部分を「指定したフォ

ルダを１つ取得」するように動作変更します。 

具体的には、既存の getTopFolder()の代わりに新しく getTargetFolder()を追加し、差し替えるようにしま

す。 

 

 
request.target_folder_path とｒｅｑｕｅｓｔ.target_folder は、ポートレットのページ引数として iframe.js に渡さ

れますので、iframe.js から tree.js へ順次値を引き継ぐ必要があります。 

 

getTargetFolder()の中身では、 

 
のように、スタートパックの API を利用してドキュメント管理システムのデータベースにアクセスしていま

す。ドキュメントのフォルダのフルパスを指定した検索は API ではサポートされていないので、まずフォ

ルダ名のみの一致で検索し、検索結果から親フォルダの情報が取得できますのでパスの一致をチェッ

クする処理を加えています。 

 

 

③ ドキュメント名をクリックするとドキュメント参照ウィンドウを開く仕組み 

この機能は新着配信情報のポートレットで実現されていますので、そのままソースコードを流用します。

ただし、クリックイベントを発生する場所がフォルダ階層ツリーの中になるため、その部分のイベント処

理を加える必要があります。 

 

フォルダ階層をクリックした時のイベントハンドラに、対象がドキュメントかフォルダかを示すフラグを追

加します。 

 

 

そして、フォルダ階層ツリーのｏｎＣｌｉｃｋイベントハンドラ内でそのフラグを参照して、もし対象がフォルダ

ではなくドキュメントであれば、流用してきたメソッドをコールするようにします。 

tree_data.js  313 行目付近 
  strList = strList + "<a href=¥"javascript:;¥" onclick=¥"serchList(" 
    + "'" + oData[cnt].id + "','"  
    + oData[cnt].info_cd + "','"  
    + oData[cnt].parent_cd + "','" 
    + oData[cnt].category_depth + "','"  
    + oData[cnt].category_cls + "','" 
//    + oData[cnt].wkf_flag + "','"  
    + oData[cnt].wkf_flag + "','" + ((oData[cnt].category_cls != "cate" && 
reqData.target_process == "DC") ? "1":"0") +  "')¥">"  
    + strSpace + strImg 
    + Module.string.browse(oData[cnt].name) + "</a>" 

tree.js  270 行目付近 
 oMNG = new ISPDocumentManager(); 

sWhere = "@folderName = ? "; 
 aParm[0] = new DbParameter( sTargetFolder,DbParameter.TYPE_STRING ); 
 oSelectData = oMNG.getDocumentFolders(sWhere,aParm); 
 

tree.js 55 行目付近 
// oData    = getTopFolder(session, target_process, acl_flg, page_pos, view_max, 
community_flg, community_manager_flg); 
 
oData = getTargetFolder(request.target_folder_path,request.target_folder); 



 3 カスタマイズ事例集

 

作成者：株式会社 NTT データ イントラマート Page 37

 

 
これで、ドキュメントをクリックした時に新しいポップアップウィンドウが開き、その中にドキュメントの詳細

を表示できるようになります。 

 

次に、完成したプログラムを利用できるように設定します。 

 

① ポートレットの登録 

グループ管理者でログインし、メニューから[ポータル]－[ポートレット]を選択してください。 

下記の方法で必要な分だけポートレットを登録します。 

 

 

 

② ポータルを作成して、ポートレットを追加する 

ポータルの画面で、ポートレットを追加します。 

 

 

 

③ 動作を確認する。 

設定したポータルが参照できるユーザでログインします。 

 

tree.html  36 行目付近 
 // ドキュメントならウィンドウを開く 
 if (isDocument =="1") docDetailSubmit7(parent_cd, info_cd);  
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ポートレットが表示されれば完成です。 
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3.5 ワークフロー連携 

3.5.1 掲示板掲示前承認機能の作成 

intra-mart WebPlatform の利用において、ワークフローエンジンとの連携は大きな魅力のひとつです。本項では、

掲示板システムとワークフローエンジンを連携する方法を通して、ワークフローAPI の使用方法を説明します。 

実際に、アプリケーションをワークフローエンジンと連携させるためには検討箇所が多岐に渡ります（「起票方法」

「承認時の確認機能」「差し戻し時の編集機能」「最終承認時の処理」等）。ここでは紙面の都合上「起票方法」と

「最終承認時の処理」に絞って説明します。 

 

今回カスタマイズする仕様は下記の通りです。 

 

（１） 掲示板種別を「未承認」と「承認済み」の２つ作成し、「未承認」掲示板に登録した情報が承認される

と「承認済み」掲示板に移動することにする。また、それぞれの掲示板のアクセス権を設定する。 

例） 

「未承認」 → 特定部門のみ編集可能（特定部門は例えば、総務部や管理部などを想定する。） 

「承認済み」 → 全公開（参照のみ） 

（２） 掲示板参照画面に「申請」ボタンを追加し、押下するとワークフローＡＰＩを使って申請する。 

（今回はワークフローAPI でダイレクトに申請しますので、ワークフローモジュール標準の申請画面

からの申請はサポートしないこととします。） 

（３） 承認時の確認画面には、掲示板参照画面を流用する。 

（４） 最終承認時の後処理で、掲示板種別を「承認前」から「承認後」に移動する。 

 

業務で運用するには足りない機能もありますが、ワークフローＡＰＩの利用イメージを示すために必要最低限な機

能の記述にとどめます。 

 

カスタマイズの手順は下記の様になります。 

 

（１） 掲示板種別を作成する。（「未承認」と「承認済み」） 

（２） ワークフローのプロセス定義を作成する。 

（３） 掲示板参照画面をカスタマイズし、申請機能を実装する。 

（４） 掲示板参照画面をカスタマイズし、承認時確認画面を実装する。 

（５） 最終承認後処理を実装する。 

 

 

カスタマイズまたは作成するファイルは下記の通りとなります。 

ファイルパス ファイル名 説明 

(ROOT)/pages/product/src/startpack/bulletin/

↓（コピー） 

(ROOT)/pages/src/startpack/bulletin/ 

ntc_dtl_cmnt.html 

ntc_dtl_cmnt.js 

掲示板参照画面。 

product から src にコピーして、カスタマ

イズする。通常の掲示板参照画面と、

ワークフローの詳細画面、配信設定か

らのポップアップ表示を１つのプログラ

ムで分岐処理している。 

(ROOT)/pages/src/ startpack/bulletin/ postproc 承認後処理プログラム 

(ROOT) は Resource Service ルートを示します。 
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（１） 掲示板種別の作成 

次のように掲示板種別を作成します。 

 

未承認（サンプル課２２のみアクセス可能） 承認済み（全公開）

 

「未承認」は「サンプル課２２」のメンバーでのみアクセスが可能になっています。「承認済み」は全公開としま

す。 

これから「未承認」の掲示板種別に登録したデータをワークフローに申請し、承認することで「承認済み」のフ

ォルダに移動するように作りこんでいきます。（実際にはどのフォルダに登録したものでも申請でき、承認され

るとすべて「承認済み」フォルダに移動するように作ります。） 
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（２） ワークフローのプロセス定義を作成します。 

メニューから［ワークフロー］－［マスタメンテナンス］－［プロセス定義］を開きます。 

ワークフローのプロセス定義を新規登録します。基本情報は下記のようになります。 

 

次にフロー情報を登録します。 
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<申請> 

対象者を指定します。（ここでは上田辰男とします。） 

コンテンツパスはすべて「startpack/bulletin/ntc_dtl_cmnt」としてください。 

 

<承認> 

対象者を指定します。（ここでは青柳辰巳とします。） 

コンテンツパスはすべて「startpack/bulletin/ntc_dtl_cmnt」としてください。 

後処理「使用する」とし、処理プログラムに「startpack/bulletin/postproc」としてください。 

 

 

（３） 掲示板参照画面に「申請」ボタンを追加し、押下するとワークフローＡＰＩを使って申請します。 

掲示板参照画面に、下記のような「申請ボタン」を追加します。 

このボタンを使用できる権限は、「編集ボタン」に対する権限と同様でよいと考えられますので、「編集ボタン」

のソースコードを流用して作成します。 
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「編集ボタン」から変更しているのは、ボタンのキャプションと、onClick 時の動作です。それから、申請処理を

呼び出すための Form を追加しています。「申請ボタン」を押下すると、applyForm が submit されます。 

ソース中に記載されている Condition タグは、タグに挟まれた範囲の実行を制御する IMART タグです。 

IMART タグについては、intra-mart の API リストを参照してください。 

 

applyForm を submit すると下記のサーバメソッドを実行します。 

ntc_dtl_cmnt.html  523 行目付近、下記ソースコードの追加 
 
 
<TABLE border="0" cellspacing="0" cellpadding="0" align="center"> 
    <TR>  
     <TD class="button_padding"><IMG src="images/standard/button_left.gif"></TD> 
     <TD class="button_bg"> 
      <INPUT type="button" class="button_bg" id="applyBtn" 
       onClick="javascript:document.applyForm.submit();" value=" 申  請 "<IMART 
type="condition" validity=oBulletinBind.editable negative> disabled="disabled"</IMART>> 
     </TD> 
     <TD class="button_padding"><IMG src="images/standard/button_right.gif"></TD> 
    </TR> 
</TABLE> 
<!-- 申請処理実行 --> 
<IMART type="form" name="applyForm" action="applyWF"> 
 <IMART type="hidden" bulletinCd = oBulletinBind.bulletinInfoData.bulletinCd></IMART> 
 <IMART type="hidden" title = oBulletinBind.bulletinInfoData.title></IMART> 
</IMART> 
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上記のようにワークフローＡＰＩを使用して申請処理を実行します。 

 

PROCESS_DEF_CD,VERSION_CD は、ワークフローのマスタメンテナンス画面で知ることができます。

VERSION_CD については 20 桁で「0 バインド」して指定してください。 

実際に運用システムを作成する場合には、起票時点の最新の VERSION_CD を取得する処理を記述する必

要があるでしょう。 

 

ワークフローAPI の詳細については「API リスト」および「ワークフロー仕様書」に詳しく記載されています。 

 

ntc_dtl_cmnt.js  776 行目付近、下記ソースコードの追加 
 
function applyWF(request) 
{ 
 var sUserCd = Module.client.get("id"); 
 var sGroupCd = Module.client.get("group"); 
  
 var aApKey = new Array(); 
 aApKey[0] = request.bulletinCd; 
  
 // BPW への起票処理 
 var oWkfDraftObject = new WkfDrafter( sUserCd, sGroupCd ); 
 
 //起票メソッド 
  
 var PRCESS_DEF_CD = "21"; 
 var VERSION_CD = "00000000000000000001"; 
  
 var oResult = oWkfDraftObject.draft( 
 PRCESS_DEF_CD , /*プロセス定義 CD*/ 
 VERSION_CD,  /*バージョン CD*/ 
 "",     /*一時プロセス ID（任意）*/ 
 request.title,   /*プロセス名*/ 
 aApKey,   /*アプリケーションキー*/ 
 DatabaseManager.dateToString(new Date()), /* 起票指定日 */ 
 "",      /*会社コード*/ 
 "",      /*組織コード*/ 
 "",      /*起票コメント（任意）*/ 
 null ,    /*根回しオブジェクト（任意）*/ 
 null ,    /*次承認者オブジェクト*（任意）*/ 
 "",     /*次アクティビティ CD（任意）*/ 
 ""     /*ロケール（任意）*/ 
 ); 
  
 Debug.browse(result); 
} 
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（４） 掲示板参照画面をカスタマイズし、承認時確認機能を実装します。 

申請されたデータを承認者が確認する際にも掲示板情報を参照します。ワークフローモジュールから掲示板

参照画面を呼び出すために、プロセス定義画面で下記のようにコンテンツパスを設定します。 

 

 
ここではすべてのフェーズで掲示板参照画面のパスを入力しています。こうすると、掲示板参照画面を承認

時の確認画面にも流用することができるようになります。しかし、承認時の確認画面に「申請」ボタンや他の掲

示板情報へのリンクなどが表示されていると不都合です。そこで、下図のように不要なコントロールは表示し

ないようにします。 

 

 

ワークフローの詳細画面として
も利用する。

ワークフローから呼ばれた時には
この項目は表示しない。

掲示板参照画面 ワークフロー承認時確認画面

同じプログラムを流用しますので、条件により表示と非表示を切り替える仕組みが必要です。ここでは

<IMART type =”condition”>タグを使用し、ワークフローモジュールから呼ばれた場合にはコントロールを表
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示しないようにします。 

ワークフローモジュールから呼ばれたかどうかを判定するフラグ「oBulletinBind.isWF」は 

のように初期化しています。ワークフローモジュールから画面が呼ばれる場合には、bpw_parameter_cds（ワ

ークフローのアプリケーションキー）が渡されますので、この変数の有無で判断することができます。また、ワ

ークフローモジュールから呼ばれた場合には、掲示板種別 CD と掲示板情報 CD が bpw_parameter_cds（ワ

ークフローのアプリケーションキー）に入っているので、この値を取り出す処理を行っています。 

 

 

（５） 承認後処理を実装します。 

承認者が承認処理を実施したタイミングで、掲示板情報を「未承認」フォルダから「承認済み」フォルダに移

動します。このような「承認したタイミング」に任意の処理を実施したい場合には、ワークフローモジュールの

「後処理プログラム」として組み込みます。 

 

イメージとしては、青柳辰巳さんが承認処理を実行すると、ワークフローモジュールが「承認トランザクション」

を実行します。そのトランザクションの中で、ユーザが独自に定義した承認後の後処理を実行します。 

後処理を組み込む設定は下図のようにします。 

ntc_dtl_cmnt.html.js 7８行目付近 
 
oBulletinBind.isWF = !isUndefined(request.bpw_parameter_cds); 
 
if (oBulletinBind.isWF)  
{ 
 request.bulletinClsCd = request.bpw_parameter_cds.split(",")[0]; 
 request.bulletinCd = request.bpw_parameter_cds.split(",")[1]; 
} 

ntc_dtl_cmnt.html 317 行目付近 
<IMART type="condition" validity=oBulletinBind.isWF negative> 
 <IMART type="imToolbarLeft">  
  <IMART type="imIcon"  
   name="戻る"  
   icon="images/standard/new.gif"  
   href="javascript:onGoBackClick();"></IMART> 
  </IMART> 
 </IMART> 
</IMART> 
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承認アクティビティの後処理を「使用する」にし、処理プログラムの欄には組み込みたい後処理プログラムの

パスを指定します。そして、後処理プログラムの中に「proceed()」というメソッドを実装し、そこに「承認時の後

処理」を記載します。「proceed()」には「承認時の後処理を記載する」と決まっていて、他にも「否認時の後処

理」を記載したければ「rejection()」、「起票者への差し戻し」なら「returnDraft()」というメソッドに記載することに

なっています。各処理毎に呼び出されるメソッド名の一覧については「ワークフロー仕様書」を参照してくださ

い。 

 

それでは、proceed.js の内容を見ていきます。ワークフローの後処理プログラムは、引数と戻り値のＩ／Ｆが決

まっている点が特徴的です。 
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引数は、processDefCd、versionCd 、processCd 、activityCd 、groupId 、userId（プロセス定義 CD、バージョ

ン CD、プロセス CD、アクティビティ CD、ログイングループ ID、ユーザ ID）となっています。今回の後処理プ

ログラムではワークフローのアプリケーションキーから掲示板種別 CDや掲示板情報 CDを取得する必要があ

りますので、WkfProcess.getProcessInfo()で詳細なワークフローのプロセス情報を取得し、そこからアプリケー

ションキーを取り出しています。 

掲示板種別を変更する処理については説明を割愛します。ここでも同様に掲示板の API を利用して処理を

行っています。 

最後に、成功か失敗かを返却します。返却値はあらかじめ規定されているものを返却しています。 

 

♪ポイント♪ 

後処理プログラムの中ではトランザクション制御を行うことができません。呼び出し元の承認トランザクションに

依存します。 

proceed.js 
 
function proceed(sProcessDefCd,sVersionCd,sProcessCd,sActivityCd,sLoginGrpCd,sUserCd) 
{ 
 // 戻り値の設定 

var STATUS_COMPLETED =  
Packages.jp.co.intra_mart.foundation.bpw.model.data.EISModelStaticIF.STATUS_COMPLETED + ""; 
var STATUS_FAULT = 
Packages.jp.co.intra_mart.foundation.bpw.model.data.EISModelStaticIF.STATUS_FAULT + ""; 

 
 //////////////////////////////////// 
 // 申請対象のプロセス情報を取得する。 
  
 var oPro = new WkfProcess (sProcessDefCd ,sVersionCd ,sProcessCd ,sLoginGrpCd); 
 var oPInf = oPro.getProcessInfo(); 
  
 Debug.print(oPInf.app_key[0]); /* 掲示板種別 CD */ 
 Debug.print(oPInf.app_key[1]); /* 掲示板情報 CD */ 
 
  ～ (中略) ～ 
 
 
 // 掲示板種別を更新する。 
 oApp.data[0].bulletinClsCd = sAprClsCd; 
 var oResult = oBulletinMng.updateBulletin(oApp.data[0]); 
  
 if (oResult.err) 
 { 
  Debug.print("[ERR] 掲示板情報の更新でエラーが発生"); 
  return STATUS_FAULT; 
 } 
  
 // 正常終了で戻り値を返す 
 Debug.print("[SUCCESS] 掲示板情報の申請後処理が正常終了"); 
 
 return STATUS_COMPLETED; 
} 
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4 資料 

4.1 初期化データ一覧 
勤怠管理（work） 

項目名称 説明 

WORK_BATCH_DELETE_LIMIT バッチ処理により、過去データを削除する場合のnヶ月指定。（指

定＝3の場合、３ヶ月以上過去のデータを削除します。） 

WORK_CSV_MIMETYPE CSV出力時のMIMEタイプを指定します。 

Excel(application/vnd.ms-excel) 

WORK_LIST_PER_DAY 1-N(N:整数)を指定。１日の勤務入力数を決定する。 

ORK_ORGNSELECT_COMP_ATTRIBUTE 勤怠管理会社検索の検索属性 

WORK_ORGNSELECT_COMP_ZONE 勤怠管理会社検索の公開ゾーン 

WORK_ORGNSELECT_OFFICIAL_ZONE 勤怠管理パブリックグループ検索の公開ゾーン 

WORK_REST_TIME 休憩時間の指定（複数可、||区切りで指定）。時間を重複しての

指定はできません。例 12.50-13.50||20.00-20.50（12:30-13:30と

20:00-20:30の指定） 

WORK_USERSELECT_COMP_ATTRIBUTE 勤怠管理ユーザ検索の検索属性 

WORK_USERSELECT_COMP_ZONE 勤怠管理ユーザ検索の公開ゾーン 

WORK_USERSELECT_OFFICIAL_ZONE 勤怠管理ユーザ検索のパブリックグループ公開ゾーン 

WORK_WKFBATCH_DELETE_LIMIT バッチ処理により、過去データを削除する場合のn日指定。（指定

＝3の場合、３日以上過去のデータを削除します。） 

 

旅費清算（trvlexp） 

項目名称 説明 

TRVLEXP_BATCH_DELETE_LIMIT バッチ処理により、過去データを削除する場合のnヶ月指定。（指

定＝3の場合、３ヶ月以上過去のデータを削除します。） 

TRVLEXP_COURSE_REFERENCE_FLAG 経路検索サイトを呼び出すリンクの表示、非表示フラグ。 

TRVLEXP_COURSE_REFERENCE_URL 経路検索サイトのURL。 

TRVLEXP_CSV_MIMETYPE CSV出力時のMIMEタイプを指定します。 

Excel(application/vnd.ms-excel) 

TRVLEXP_ORGNSELECT_COMP_ATTRIBU

TE 

旅費精算会社検索の検索属性 

TRVLEXP_ORGNSELECT_COMP_ZONE 旅費精算会社検索の公開ゾーン 

TRVLEXP_ORGNSELECT_OFFICIAL_ZONE 旅費精算パブリックグループ検索の公開ゾーン 

TRVLEXP_ROUTE_NUMBER_OF_LINE 交通費の最大指定数。 
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TRVLEXP_USERSELECT_COMP_ATTRIBUT

E 

旅費精算ユーザ検索の検索属性 

TRVLEXP_USERSELECT_COMP_ZONE 旅費精算ユーザ検索の公開ゾーン 

TRVLEXP_USERSELECT_OFFICIAL_ZONE 旅費精算ユーザ検索のパブリックグループ公開ゾーン 

TRVLEXP_WKFBATCH_DELETE_LIMIT バッチ処理により、過去データを削除する場合のn日指定。（指定

＝3の場合、３日以上過去のデータを削除します。） 

 

4.2 区分コード一覧 
アプリケーションの動作を設定する、区分コードの一覧は下記の通りです。 

（メニュー[イントラネット・スタートパック]-[マスタメンテナンス]-[区分コード設定マスタ]で設定できます。） 

 

掲示板（notice） 

区分名称 区分コード 説明 

NOTICE_BATCH_DELETE_LIMIT NOTICE_BATCH_DELETE_LIMIT_01 バッチ処理により、過去データを削除す

る場合のnヶ月指定。（指定＝3の場合、

３ヶ月以上過去のデータを削除します。）

 

旅費精算（trvlexp） 

区分名称 区分コード 説明 

TRVEXP_CLASS TRVL_CLASS01～ 旅行区分の選択肢 

TRVLEXP_DAILY_ALLOWANCE TRVL_ALLOWANCE01～ 日当の選択肢 

TRVLEXP_TRANSPORTATION TRVL_TRANSPORTATION01～ 交通手段の選択肢 
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ドキュメント管理（document） 

区分名称 区分コード 説明 

DOC_ETC_WORD 01～ ドキュメントデータの予備項目 

使用:ON、未使用:OFF||キャプション 

 

スケジュール管理（schdl） 

区分名称 区分コード 説明 

SCHEDULE_BATCH_DELETE_LI

MIT 

SCHEDULE_BATCH_DELETE_LIMIT_0

1 

バッチ処理により、過去データを削除す

る場合のnヶ月指定。（指定＝3の場合、

３ヶ月以上過去のデータを削除します。）

 

ToDo 管理（todo） 

区分名称 区分コード 説明 

TODO_RECEPTION_STATUS 01～ 応対状況選択肢 

TODO_CONTENTS 01～ ToDo内容選択肢 

TODO _BATCH_DELETE_LIMIT TODO _BATCH_DELETE_LIMIT_01 バッチ処理により、過去データを削除す

る場合のnヶ月指定。（指定＝3の場合、

３ヶ月以上過去のデータを削除します。）

 

住所録（address） 

区分名称 区分コード 説明 

ADDRESS_ITEM 01～ ※この値は変更しないでください。 

PADDRESS_ITEM 01～ ※この値は変更しないでください。 

 

営業日報管理（drepmgr） 

区分名称 区分コード 説明 

DREPMGR_REPORT_ETC_WOR

D 

01～ 営業日報追加予備項目 

使用:ON、未使用:OFF||キャプション 

DAILY_INPUT_ADD_ITEM 01～ 営業日報追加表示項目 

 

電子会議室（conference） 

区分名称 区分コード 説明 

CONFERENCE_BATCH_DELETE

_LIMIT 

CONFERENCE 

_BATCH_DELETE_LIMIT_01 

バッチ処理により、過去データを削除す

る場合のnヶ月指定。（指定＝3の場合、

３ヶ月以上過去のデータを削除します。）
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4.3 個人設定項目一覧 
イントラネット・スタートパックのユーザ単位に設定可能な項目です。 

メニューから［イントラネット・スタートパック］－［個人設定］を選択してください。 

 

＜スケジュール・施設予約＞ 

 

 

項目名称 説明 

共通設定 

表示単位(日) 個人スケジュール画面の、表示単位を設定します。 

表示時間帯 スケジュール画面の表示時間帯を設定します。 

先頭表示(週) グループスケジュール画面に表示する週の先頭を設定します。 

アクセス権 各アクセス権を設定します。 

削除アイコン 削除アイコンの表示の有無を設定します。 

アラート表示 更新時のアラートプロンプトの表示の有無を設定します。 

ユーザスケジュール設定 

表示方法 ユーザスケジュールの表示方法を設定します。 

選択グループの追加 スケジュールの選択できるグループを追加します 
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施設スケジュール設定 

表示方法 施設スケジュールの表示方法を設定します。 

デフォルトグループ 施設スケジュール表示時のグループのデフォルト選択を設定します。 

メール即時配信設定 

登録時チェック 配信設定後、登録時にメールを送信します。 

更新時チェック 配信設定後、更新時にメールを送信します。 

営業日報設定 

営業日報作成チェック スケジュール登録と同時に営業日報の下書きを作成します。 

メール定期配信設定 

配信頻度 メール定期配信の配信頻度を設定します。 

配信先 メール定期配信の配信先を設定します。 

有効期間開始日 メール定期配信の期間開始日を設定します。 

有効期間終了日 メール定期配信の期間終了日を設定します。 

 

 

＜電子会議室＞ 

 

 

項目名称 説明 

共通設定 

表示方法 電子会議室のデフォルト表示方法を設定します。 
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＜住所録＞ 

住所録個人設定 

 

 

項目名称 説明 

表示しない項目 個人住所録一覧に表示しない属性の一覧です。 

表示する項目 個人住所録一覧に表示する属性の一覧です。 

 

 

住所録個人グループ設定 

 

 

項目名称 説明 

名前 個人住所録グループの一覧です。 
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住所録共有設定 

 

 

項目名称 説明 

表示しない項目 共有住所録一覧に表示しない項目の一覧です。 

表示する項目 共有住所録一覧に表示する項目の一覧です。 
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＜WebMail＞ 

アカウント設定 

 

 

項目名称 説明 

アカウント アカウントを識別する任意の名前です。 

氏名 氏名です。 

メールアドレス メールアドレスです。 

送信サーバ メール送信サーバのアドレスです。 

送信サーバ - ポート番号 メール送信サーバのポート番号です。 

受信サーバ メール受信サーバのアドレスです。 

受信サーバ - ポート番号 メール受信サーバのポート番号です。 

サーバの種類 サーバの種類を設定します。 

アカウント名 メールサーバへのアカウントです。 

パスワード アカウントと組になるパスワードです。 

引用符 引用符です。 

デフォルトテンプレート テンプレートを指定します。 

開封確認 開封確認の設定です。 

送信オプション 自分への送信の有無を設定します。 

ユーザ認証 ユーザ認証の種類を設定します。 
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初期設定 

 

 

項目名称 説明 

メール受信設定 

表示列名 メール一覧の表示内容を設定します。 

プレビューウィンドウ メール詳細のフレームの位置を設定します。 

ハイライトの色の変更 メール選択時のハイライトの色を変更します。 

クイック検索設定 クイック検索の表示/非表示を設定します。 

メール受信形式 メールの受信形式を設定します。 

ソート順 送信日時のソートの有無を選択します。 

メール送信設定 

メールの送信形式 メールの送信形式を設定します。 

既存のエンコーディング メールのエンコーディングを設定します。 

送信時のアドレス保存 過去に送受信したことのないアドレスを保存するかどうかを設定します。 

CCとBCC詳細 CCとBCCの表示/非表示を設定します。 

詳細オプション メール詳細オプションの表示/非表示を設定します。 

通常メーラ 通常メーラをWebMailにするかを設定します。 
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テンプレート 

 

 

項目名称 説明 

テンプレート テンプレートの名称です。 

内容 テンプレートの内容です。 

 

 

振り分け設定 

 

 

項目名称 説明 

ルール名 振り分けルールの名称です。 

フィルター 振り分けの内容です。 

ソートキー 振り分けルールの表示順です。 
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<ToDo> 

 

 

項目名称 説明 

カテゴリ ToDoカテゴリの名称です。 

説明 説明です。 
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＜ポータル＞ 

 

 

項目名称 説明 

お気に入り配信設定 

配信対象 配信対象を設定します。 

最大表示行数 設定した配信情報の最大表示行数を設定します。 

その他設定 

新着営業日報一覧表示行数 新着営業日報一覧ポートレットの最大表示行数を設定します。 

今日の予定行数 今日の予定ポートレットの最大表示行数を設定します。 

ToDo通知表示行数 ToDo通知ポートレットの最大表示行数を設定します。 

新着上司コメント表示行数 新着上司コメントポートレットの最大表示行数を設定します。 

新着配信情報表示行数 新着配信情報ポートレットの最大表示行数を設定します。 

新着コミュニティ情報表示行数 新着コミュニティ情報ポートレットの最大表示行数を設定します。 

ToDo一覧表示行数 ToDo一覧ポートレットの最大表示行数を設定します。 

伝言メモ一覧表示行数 伝言メモ一覧ポートレットの最大表示行数を設定します。 

注目カテゴリ最新記事表示行数 注目カテゴリ最新記事ポートレットの最大表示行数を設定します。 

フレンド最新記事表示行数 フレンド最新記事ポートレットの最大表示行数を設定します。 

新着メッセージ表示行数 新着メッセージポートレットの最大表示行数を設定します。 

新着メール表示数 新着メールの最大表示行数を設定します。 

新着スケジュール表示行数 新着スケジュールの最大表示行数を指定します。 
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<ブログ> 

 

 

項目名称 説明 

注目カテゴリ設定 

注目カテゴリ 注目カテゴリを設定します。 

メール通知設定 

メール通知設定(随時) メールの通知タイミングを設定します。 

メール通知設定(定期) 定期メールの通知タイミングを設定します。 

通知先 通知先を設定します。 

有効期間開始日 有効期間開始日を設定します。 

有効期間終了日 有効期間終了日を設定します。 

記事登録初期状態設定 

デフォルトカテゴリ分類 記事登録時のデフォルトのカテゴリと分類を設定します。 
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<タイムゾーン> 

 

 

項目名称 説明 

共通設定 

タイムゾーンの調整 タイムゾーンを設定します。 
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5 索引 
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